
[リスクコミュニケーションに関する参考文献] 

 

○諸外国政府機関のリスクコミュニケーション戦略 

・ U.S. Department of Health and Human Services, Food and Drug 

Administration(FDA): Strategic Plan for Risk Communication 

・U.S. Environmental Protection Agency(EPA): Risk Communication 

・Health Canada: Strategic Risk Communication Framework 

・ Food Standards Australia/New Zealand(FSANZ): Risk Analysis In Food 

Regulation, Chapter 7:Comunicating food –related risks 

・European Food Safety Authority(EFSA): When food is cooking up a storm, 

Proven recipes for risk communications 

・CODEX ALIMENTARIUS COMMISSION 「Procedural Manual」 

・FAO/WHO 「Food and Nutrition Paper 87 : Food Safety Risk Analysis  A guide 

for national food safety authorities（2007）」 

・FAO/WHO 「Working Principles for Risk Analysis for Food Safety for 

Application by Governments（CAC/GL 62-2007）」 

 

○日本の政府機関の報告書 

・科学技術・学術審議会 研究計画・評価分科会 安全・安心科学技術及び社会連

携委員会 「リスクコミュニケーションの推進方策」（平成 26年 3月 27日） 

 

○リスクコミュニケーションについて 

・木下冨雄（2008） リスク・コミュニケーション再考−統合的リスク・コミュニケ

ーションの構築に向けて（１） 日本リスク研究学会誌 18、（２）、3--‐22 

・木下冨雄（2009） リスク・コミュニケーション再考−統合的リスク・コミュニケ

ーションの構築に向けて（２） 日本リスク研究学会誌 19、（１）、3--‐17 

・木下冨雄（2009） リスク・コミュニケーション再考−統合的リスク・コミュニケ

ーションの構築に向けて（3） 日本リスク研究学会誌 19、（1）、3--‐24 

・白樫三四郎・金川智惠・竹西亜古・福井誠・吉野絹子（2003）  「不確定状況

下におけるリスクコミュニケーション技法の開発」  平成 14 年度原子力安全

基盤調査研究成果報告書 

・白樫三四郎・金川智惠・竹西亜古・福井誠・吉野絹子（2004）  「不確定状況

下におけるリスクコミュニケーション技法の開発」  平成 15 年度原子力安全

基盤調査研究成果報告書 

・白樫三四郎・金川智惠・竹西亜古・福井誠・吉野絹子（2005）  「不確定状況

下におけるリスクコミュニケーション技法の開発」  平成 16 年度原子力安全

基盤調査研究成果報告書 

 

資料７ 



・竹西亜古・竹西正典・福井誠・金川智惠・吉野絹子（2008）  「リスクメッセ

ージの心理的公正基準：管理者への手続き的公正査定における事実性と配慮性、 

社会心理学研究,24,23−33.24 

 

・松永和紀 「メディア・バイアス あやしい健康情報とにせ科学」（光文社新書） 

 

○安全教育・リスク教育 

 ・ National Health Service, NHS  「 How to read health news 」

（ http://www.nhs.uk/news/Pages/Howtoreadarticlesabouthealthandhealthcare.as

px） 

 

○クライシスコミュニケーション関係 

・福田 充（2010） リスク・コミュニケーションとメディア 社会調査論的アプ

ローチ 北樹出版 

・木下冨雄（2005） リスクコミュニケーション研修用テキスト－リスクコミュニ

ケーションの思想と技術－ NPO法人 リスクコミュニケーション研究会出版局 

・Mileti,D.S., & Sorensen,,J.H. (1987) Natural Hazards and Precautionary 

Behavior. In Weinstein, N.D.(ed.) Taking Care: Understanding and 

Encouraging Self-protective Behavior, New York, Cambridge University 

Press. 

・中谷内一也（2012） リスクの社会心理学 人間の理解と信頼の構築に向けて 有

斐閣 

・Slovic,P., Finucane, M.L., Peters, E., & MacGregor,D.G. (2004). Risk as 

analysis and risk as feelings: Some thoughts about affect, reason, risk 

and rationality. Risk Analysis, 24,311-322. 

・竹西正典・竹西亜古・金川智惠・原田章（2013） 「福島原子力発電所事故にお

ける管理者メッセージの分析：リスクコミュニケーションの心理モデルに基づく

官邸発表の検討 京都光華女子大学研究紀要 第 51号，pp.25-38 

・ FAO/WHO Food and Nutrition Paper 70: 『 The application of risk 

communication to food standards and safety matters（1998）』 
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